
（別紙３）

～ R8年２月28日

（対象者数） 69 （回答者数） 39

～ R8年３月１３日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

理学療法士の先生も踏まえて、利用している児童の特性と活
動内容を照らし合わせることで、より楽しく意味のある運動
活動を模索していきたいです。

2

地域の方との繋がりを大切に、⾧期的な活動とするために一
回一回を大切に、児童も機会を提供して頂いた地域の方も楽
しかったと思えるように、人として丁寧に関わっていきたい
です。

○事業所名 放課後等デイサービス　ハッケヨイ!

○保護者評価実施期間 R８年２月15日

○保護者評価有効回答数

R８年3月９日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R8年３月18日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所が広いことと、体力派の男性職員が多いので、ダイナ
ミックに体を動かし満足のいく運動強度を提供できます。

日々の運動活動の中で社会性を育むことができるように、
ルールを守りや相手を考えて判断し行動をとることを楽しめ
るように、日々の活動を考えています。

学休日は積極的に外出イベントを取り入れています。年間を
通し地元の企業などとの交流を計画しており、地域密着の事
業所として社会学習の機会を持っています。

人と人との繋がりを大切に、頂いた機会を安全に配慮しつ
つ、十分に楽しめるようにイベントの計画は入念に立ててい
ます。

事業所における自己評価総括表公表



3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

部屋割りなどを再度、検討し、その年にあった部屋割りを考
えていきたいです。

2

3

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

静かに過ごしたい児童に対して、防音の観念では静かにでき
る環境が少ない。

事業所の特徴として、元気に体を動かしたい児童のニーズが
多く、事業所が木造なので音が響いてしまう為


